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Summary 
Carbide residua are produced as by-product of acetylen. The effect of those residua 
on the stabilization of Ariake clay，“hedoro”， was estimated by unconfined compression 
strength. 
The results are summarized as follows. 
1) On the 5 days curing, the unconfined compression strength of the treated soil showed 
the maximum value at the addition rate 10-13~ぢ of carbide residua. 
2) The unconfined compression strength increases with the duration of curing, and is 
thought to attain about 8.0kg/cm2 finally. 
3) The unconfined compression strength increases as the water content of carbide re-
sidua decreases. It means that the apparent increase of strength is due to decrease of 
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カーバイ F残浮の乾燥重量添加率＝ ~ ＂＇－＂＂~阻宅島旦’占 ,.,. , H 由油爪掛皿壬1'0. ×100(%) 




試験結果を表 2；｝.，－よび図－2に示す． 添加率の値は， ヘドロの初期含水比が実験のJI国序によっ
て多少減少するために， それぞれ初期に計画した値より小さくなり， 4. 5, 9. 2, 13. 5, 19. 0, 27. 0, 
45.8%という値を示している（この傾向は以下の（2)'(3）についても同様である）．
試験結果によれば，圧縮強さの面からの最適添加率は 10～13~ぢとなり，一軸圧縮強さ qu=O.8 
kg/cm2前後と念る． これより添加率を増すと急激にQu値は減少し50%程度で qu=O.2kg/cm2 
となってピーク値の約1/4となる． もちろん，これら Qu値は養生日数が5日間で， 添加時のへ
Fロとカーバイド残浮の合水比が自然状態であった場合の試験値であり，後述のように，養生日
表－2. カーバイド残浮の添加率の影響
ガタ土 I カーバイド残浮 ｜添加率｜養生日数｜扇＝ ~1 言景： 1 変形係数
！？ヂ｜可否~I マヂ｜噌ヂ｜可否~I 常手｜（%）｜（出y) I c均／州｜ （%） ｜何cm2)
992 132.9 426 48 136. 1 20 4.5 5 0. 784 135. 1 35 
0. 751 134.3 40 
944 ， 405 96 ， 41 9.2 ， 0.835 133.2 50 
0.807 134.2 44 
896 129.8 390 144 ， 61 13.5 ， 0.840 129.9 50 
0. 783 130.9 65 
848 132.9 346 192 ， 81 19.0 II 0.505 134.5 29 
0.480 133.0 31 
752 129.8 327 288 ， 121 27.0 ， 0.436 130.0 31 
0.405 131. 0 29 
560 132.9 240 480 ， 203 45.8 ， 0.229 129.5 25 
























ガタ土 ｜ カーバイド残浮 ｜添加率｜養生日数｜弱虫 ~I 苦業 ： 1~ 
明手！令官tI ~~r I当ザ｜今野｜号；野｜（%）｜附｜何／cm')I 似） ｜何／cm')
944 132.9 405 96 136. I 41 9.2 3 0.269 131. I 13 
0.220 133.9 IO 
， ， 〆ノ // ， II II 5 0.835 133.2 50 
0.807 134.2 44 
， ， ， ， ， II ， IO 2.076 132.2 109 
， 129.8 411 II II II 9. I 15 3.321 110. 0 333 
3.501 116. 7 222 
， 132.9 405 ， II ， 9.2 20 3.614 116.8 238 
， 129.8 411 ， ， II 9. I 30 6.491 97.64 506 
5.861 99. 79 353 
II ， ， ， ， ， II 50 7.522 88.63 467 














未かく乱試料の~1w11圧縮強さ qu の値は.:lo'.:lo'irね 0.2～0.5kg/cm2程度の値をとることが報告さ
れているの． カーバイド残j宰を添加することによって一度は乱されて低下した強さも添加後3～
5日で回復し，その後養生日数の経過につれても値は急激に増加する．本実験では養生日数を 50








期含水比（約136%),120, 100, 80, 60, 40, 20, 0 労にそれぞれ調整して，各々について添加率 10%
で混合し 5日間養生した試料について一軸圧縮を行まい， カーバイド残j宰の含水比の変化にと
も念う強さへの影響を試験した．
試験結果を表－4.:lo＇よび図－ 4に示す． これらの結果より， 添加時のカーバイド残浮の含水比を













ガタ土 ｜ カーバイド残浮 ｜添加率｜養生日数｜一軸圧｜試験時｜変形係数
潟潤重｜含水比｜乾燥重｜湿潤重 i含枇｜乾燥重｜ I ｜織強さ｜合水比｜
(g) I (%) I (g) I (g) I (%) I (g) I (%) I (day) I (kg/cmりI (%) I (kg/cm2) 
1040 101. 1 
II 111. 5 
II 117.0 






























。 45 8.0 5 2. 700 88.31 278 
2.583 88.23 241 
20 ， 8.4 ， 2.934 98.99 333 
40 II 8.6 ， 3.432 105.2 366 
3.504 105.4 357 
60 II 8. 7 II 2.396 106. 7 476 
2.473 110. 5 400 
80 ， 8.9 ， I. 575 125. 1 121 
I. 605 128.6 139 
100 II 9.0 ， I. 036 122.3 115 
120 ， 9.0 ， 0.635 130. 1 66 
0. 759 131. 4 78 
136. 1 ， 9.2 ， 0.835 133.2 50 
0.807 134.2 44 







水比 136~ぢであり，またガ、タ土は比重 2.653，含水比 133必で粘土に属する．
渡辺・藤本：カーバイド残浮によるガタ土の安定処理について 27 
1) 養生日数5日の場合一期a圧縮強さは， 添加率10～13%で最大となる． さらに添加率を増
大すると強さは急速に低下した．
2) カーバイド残浮を 10%添加した場合， 養生日数の経過につれて強さは増加し 材令5日






I) 内田一郎・谷口嘉紀 (1966）：カーバイド泥によるマサ土の安定処理IL関する実験．土と基礎， 14,No. 6, 
21～25 
2) 高木良雄（1970）：新熊本空港の計画・設計・施工．施工技術， 3,No. 2, 78～85 
3) 土質工学会編（1970）：土質試験法， 352
4) 土質工学会編 (1970）：土質試験法， 576
5) 宮原吉秋（1969）：有f![j粘土地盤の工学的性質と堤防基従対策工法．農業土木学会九州支部， 89～127
